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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　加熱せずにまたは溶融状態で、ポリアミド材料を安全エアバッグ残渣の粉体と混合する
少なくとも一工程を含む、ポリアミド組成物を製造する方法であって、
　前記残渣が、シリコーン系コーティングを含むポリアミドをベースとするものであり、
　前記粉体が、ＡＦＮＯＲ規格ＩＳＯ１３３２０－１に準拠したレーザー散乱測定によっ
て測定した時に５０～４００μｍの範囲の粒径分布Ｄ５０を有するマイクロメートル単位
の粉体である、前記方法。
【請求項２】
　前記粉体が、ポリアミド、ポリエステル、ポリプロピレン、又はポリウレタンを主成分
とする安全エアバッグから得られることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記粉体が、球形の粒子及び／又は繊維状粒子を有することを特徴とする、請求項１又
は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記混合が加熱せずに実施され、次いで混合物の溶融が起こることを特徴とする、請求
項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記混合が加熱しながら実施されることを特徴とする、請求項１～３のいずれか一項に
記載の方法。
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【請求項６】
　前記組成物の総重量に対して、０．５重量％～７０重量％の残渣が混合されることを特
徴とする、請求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記ポリアミド材料が、バージンポリアミド細粒の形態で、又は強化充填剤若しくは増
量剤及び他の添加剤を含む細粒の形態で、前記残渣に加えられることを特徴とする、請求
項１～６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　繊維状充填剤、並びに強化充填剤又は増量剤も加えられることを特徴とする、請求項１
～７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　ガラス繊維、カーボンファイバー、及びアラミド繊維から選択される繊維状充填剤、並
びに粘土、カオリン、マイカ、珪灰石、及びシリカから選択される非繊維状無機充填剤か
らなる群から選択される強化充填剤又は増量剤も加えられることを特徴とする、請求項１
～７のいずれか一項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ポリアミド材料及び安全エアバッグ残渣及び任意に強化充填剤を混合するこ
とにより得られる、特に成形用のポリアミド組成物の製造方法に関する。本発明は、特に
、耐用寿命が終わった安全エアバッグを再生使用する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　安全エアバッグは、通常エアバッグ（ａｉｒ　ｂａｇｓ）又はエアバッグ（ａｉｒ－ｂ
ａｇｓ）としても知られており、車両の乗員を保護するために使用される膨張性の保護バ
ッグであり、爆発性の化学反応により気体が非常に急速に噴射されて、バッグを膨張させ
、衝撃を吸収する。ボンネットの前面及びフロントガラスの基部に位置する衝撃検出セン
サーに結合していると、それらは膨張して、歩行者又は車両との衝突の間、重症の怪我の
危険性を限定する。これらの物品は、一般に数層になった織物の形態のポリアミド系のバ
ッグ及び片面にシリコーンコーティングを一般に含む。エアバッグの製造は、架橋性シリ
コーン組成物を堆積させてシリコーンエラストマーの薄層を形成することによるものが圧
倒的である。
【０００３】
　これらの物品の成分を再生使用する問題、特にプラスチック材料を回収する問題が生じ
る。具体的には、シリコーン材料をプラスチック材料から機械的に分離することは非常に
困難である。これを実施する化学的経路が存在するが、実施において欠点があり、熱可塑
性材料の性質を損なうことが多い。
【０００４】
　そのため、特にプラスチック母体に悪影響を与えたり劣化させたりせずに、任意に追加
の処理工程を避けながら、これらの物品を最適に再生使用するための簡単に実施できる方
法の開発が必要とされている。
【０００５】
　ポリアミド系エアバッグを細断して細片にし、それを押し出して、成形品の製造にすぐ
使用できる細粒を形成することは、特開平２００３－１９１２３９号公報から公知のやり
方である。しかし、使用済みポリアミド材料から得られたこれらの物品は、満足のいく機
械的性質を有さない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　そのため、通常のポリアミド配合物に類似又は等価な性質を有するポリアミド配合物を
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製造するために、産業廃棄物であるポリアミド系エアバッグ又は耐用寿命が終わったエア
バッグを増強する必要がある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　そのため、本発明の１つの目的は、現在実質的に再生使用されず廃棄物として廃棄され
ており、そのような廃棄にかかるコストの他に環境保護に関する問題を提起している安全
エアバッグ残渣を再生使用できる、ポリアミド組成物を製造する方法である。
【０００８】
　本方法は、ポリアミド系組成物の製造のために、加熱せずにまたは溶融状態で、ポリア
ミド材料を、種々の量の安全エアバッグ残渣の粉体と、任意に添加剤及び強化充填剤又は
増量剤と混合することにある。
【０００９】
　本発明による組成物は、例えば、物品の調製に使用できる組成物にも物品自体にもなり
うる。本発明は、先に記載された方法により得ることができるポリアミド組成物にも関す
る。
【００１０】
　この簡単で経済的な方法により、多くの技術分野で種々の用途のために、特に安全エア
バッグ残渣の比率の関数として、良好な機械的性質を有するポリアミド組成物を得ること
が可能である。さらに、全く驚くべきことに、安全エアバッグ残渣の粉体の添加が、添加
されるポリアミド組成物の機械的性質、特に弾性率、極限応力、及び衝撃強度を増加させ
ることができるようである。そのため、本発明は、ポリアミド組成物の機械的性質を向上
させるための安全エアバッグ残渣の粉体の使用にも関する。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明の目的には、「安全エアバッグ残渣」という用語は、特に塗布若しくは裁断の工
程の間に生じる裁断片若しくは派生物などの製造屑又は販売できない基準以下の製品、或
いは耐用寿命が終わった物品若しくは物品の細片を意味する。
【００１２】
　これらの残渣は、一般的に、熱可塑性樹脂、例えば、ポリテトラメチレンアジパミドな
どのポリアミド、ポリエステル、ポリプロピレン、又はポリウレタンを主成分とする安全
エアバッグから得られる。これらの物品は、一般的に一層以上の織物の形態であり、シリ
コーン、ポリクロロプレン、ポリウレタン、ポリアクリラート、ポリアミド、ポリエステ
ル、ゴムなどの弾性ポリマー、ポリオレフィン、フッ化エラストマー、ＥＰＤＭ、又はポ
リクロロプレン系ゴムを主成分とするコーティングを一般的に含む。安全エアバッグは、
一般的に強化充填剤及び／又は増量剤を全く含まない。
【００１３】
　ポリアミド系安全エアバッグ残渣を使用することが特に好ましい。シリコーン系コーテ
ィングを含むポリアミド系残渣を使用することが特に好ましい。
【００１４】
　本発明によると、エアバッグ自体を使用することが可能であり、コーティングを除去す
る処理プロセスを後で実施することも可能である。コーティングを構成する材料からポリ
アミド材料を分離するための種々の物理的又は化学的な処理が公知である。この趣旨で、
国際公開第２００７／１３５１４０号パンフレットが特に言及されうる。
【００１５】
　バッグ、又はバッグ残物、又はバッグ裁断片若しくは派生物などの安全バッグ残渣は、
一般的に細断又は粉砕され、次いで粉体にされる。
【００１６】
　前記粉体は、優先的にはマイクロメートル単位の粉体であり、好都合には粒径分布が５
０～４００μｍ、より優先的には１００～３５０μｍ、より優先的には粒径分布Ｄ５０が
５０～４００μｍ、より優先的には１００～３５０μｍである。
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【００１７】
　物体の粒径分布は、特にＭａｌｖｅｒｎ社の粒度計で、例えば、ウェットルートモジュ
ール（ｗｅｔ　ｒｏｕｔｅ　ｍｏｄｕｌｅ）を使用してレーザー散乱測定により得ること
ができる。メッシュサイズｄ５０は、粒子の５０％がこのサイズより小さく、粒子の５０
％がこのサイズより大きいサイズである。レーザー散乱による粒径分析は、ＡＦＮＯＲ規
格ＩＳＯ１３３２０－１の指示に従って実施できる。
【００１８】
　例として、粒径分布は、以下のプロトコルに従って測定できる。試料をエタノールに懸
濁させた後、ｈｙｄｒｏ　Ｓモジュールを備えたＭａｌｖｅｒｎ　Ｍａｓｔｅｒｓｉｚｅ
ｒ　２０００光散乱粒度計を使用する。測定条件は以下のとおりである：粒度計のキュベ
ット中での撹拌：１４００ｒｐｍ；フラウンホーファー光学モデル；測定範囲：１００ｎ
ｍ～３０００μｍ。
【００１９】
　粉体は、特に製紙産業部門において公知である通常の公知の方法、例えば微粒子化、機
械的摩擦、又はディファイブレーターの使用により特に得ることができる。
【００２０】
　例えば、一般に予備粉砕されている安全エアバッグ残渣の微粒子化を、格子を備えたナ
イフ又はディスクマイクロナイザーにおける微粒子化により実施することが可能である。
この格子は、５０～５００μｍのメッシュサイズを有してよい。そのような方法によると
、微粒子化の後で、一般的に２種の粒子、球形粒子及び繊維状粒子が観察される。
【００２１】
　本発明による粉体は、球形若しくは実質的に球形の粒子及び／又は繊維状粒子を含んで
よい。本発明による粉体は、直径が１５～２００μｍの球形粒子及び長さが２００～１１
００μｍである繊維状粒子を含んでよい。
【００２２】
　粉体は、その後の溶融プロセスの間のポリアミドの加水分解が起こらないように、水を
除去するために乾燥してよい。
【００２３】
　ポリアミド材料は特に、粉体でも細粒形態でもよい。ポリアミド材料は、特に、エアバ
ッグ残渣粉体に、バージンポリアミド細粒の形態でも、強化充填剤若しくは増量剤若しく
は当分野に従来使用されている種々の他の添加剤を含む細粒の形態でも添加することがで
きる。
【００２４】
　言及されうるポリアミドの種類の例には、半結晶性又は非晶性ポリアミド、例えば、脂
肪族又は半芳香族ポリアミドがある。特に、（コ）ポリアミド６；６．６；４．６；６．
１０；６．１２；１１及び１２、並びに／又は混合物、ポリアミド６／６．６などが言及
されうる。
【００２５】
　本発明によるポリアミド組成物の機械的性質を向上させるために、優先的には繊維状充
填剤、例えば、ガラス繊維、カーボンファイバー、及びアラミド繊維、並びに非繊維状無
機充填剤、例えば、粘土、カオリン、マイカ、珪灰石、及びシリカからなる群から選択さ
れる、少なくとも１種の強化充填剤及び／又は増量剤を加えることが好都合になりうる。
強化充填剤及び／又は増量剤を取り込む程度は、複合材料の分野における標準と一致する
。例えば、組成物の総重量に対して、１％～８０％、好ましくは１０％～７０％、特に２
０％～５０％の充填剤含量になりうる。
【００２６】
　本発明による組成物は、成形を意図されるポリアミド組成物において通常使用される添
加剤をさらに含んでよい。そのため、潤滑剤、難燃剤、可塑剤、核化剤、触媒、任意にグ
ラフトされているエラストマーなどのレジリエンス向上剤、光安定剤及び／又は熱安定剤
、酸化防止剤、帯電防止剤、染料、顔料、つや消し剤、成形助剤、又は他の従来の添加剤
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が言及されうる。
【００２７】
　相溶化剤、例えばアミノシランカップリング剤又は無水マレイン酸グラフトポリマーな
どを、ポリアミド材料と残渣の間に加えてもよい。
【００２８】
　ポリアミド組成物の調製のために、これらの充填剤及び添加剤は、各充填剤又は添加剤
に適した通常の手段により、例えば重合の間に、又は溶融した混合物として、ポリアミド
に加えることができる。充填剤は、優先的には溶融した経路で、特にポリアミドの押出工
程の間に、又はメカニカルミキサー中でエアバッグ残渣粉体と同時に固体経路により、ポ
リアミドに加えられる。次いで、固体混合物は、例えば押出プロセスにより溶融しうる。
【００２９】
　エアバッグ残渣粉体は、種々の方法でポリアミド材料と混合されうる。例えば、特にメ
カニカルミキサー内で加熱せずに混合し、次いで、混合物、特にポリアミドを溶融し、例
えば、特に押出機を使用して細粒を製造することが可能である。物品の調製のために、前
記混合物を加熱せずに射出成形機に配置することも可能である。
【００３０】
　細粒又は物品の調製のために、特に押出機又は射出成形機の中で、エアバッグ残渣粉体
とポリアミド材料を加熱しながら混合することも可能である。このために、例えばエアバ
ッグ残渣粉体とポリアミドを、同時に、又は遅れて加えることが可能である。例えば、粉
体を溶融した流れとして押出機に加えることが可能である。
【００３１】
　ポリアミド系組成物、特に細粒の調製のために、例えば、押出機中で、溶融したポリア
ミド材料を、安全エアバッグ残渣粉体と、任意に添加剤及び強化充填剤若しくは増量剤と
混合することが可能である。
【００３２】
　特に押出機中で、特にポリアミド材料と残渣粉体の混合物を溶融する間に、脱気により
水を除去することが可能である。
【００３３】
　組成物の総重量に対して、一般的に０．５重量％～７０重量％の、優先的には１５重量
％～５０重量％のエアバッグ残渣粉体が加えられる。
【００３４】
　本発明による組成物は、出発材料として、例えば特に工業的プラスチックの分野で、例
えば成形、射出成形、射出ブロー成形、押出、若しくは押出ブロー成形により、又は紡糸
により得られる物品の調製のために、或いはフィルムを得るために母材として使用できる
。組成物は、例えば、押出によるモノフィラメント、フィラメント、ヤーン、及び繊維の
製造のために使用できる。物品は、機械加工できる幅広いサイズの半製品でもよい。組み
立て品は、例えば溶接又は接着により製造できる。押出により調製された物品は、特に、
チューブ、バー、異形バー、プレート、シート、及び／又は中空体である。
【００３５】
　成形部品は、先に製造された細粒を溶融し、溶融した組成物を射出成形装置に供給する
ことにより製造される。射出成形により調製された物品は、自動車、建造物、又は電力分
野における部品になりうる。
【００３６】
　本発明の原理の理解を促進するために、明細書において特殊な言語が使用される。それ
でも、この特殊な言語の使用により、本発明の範囲が限定されることは全く想定されない
ことを理解されたい。当業者による、当業者の一般的に知識に基づく変更、改良、及び完
成が特に想定されうる。
【００３７】
　「及び／又は」という用語は、「及び」、「又は」、及びこの用語が関連する要素の可
能な他の組み合わせ全ての意味を含む。
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　本発明の他の詳細及び利点は、単に表示のためのみに以下に示す実施例に照らして、よ
り明らかになるだろう。
【実施例】
【００３９】
実験セクション
　実施例に使用した化合物は以下のとおりである：
－ＰＡ６６：Ｒｈｏｄｉａ社によりＳｔａｂａｍｉｄ（商標）２７ＡＥ１の名称で販売さ
れているポリアミド６６。
－サイズが約１ｃｍ3であるエアバッグ残渣。使用されるエアバッグはその耐用寿命が終
わった廃棄物であり、細片に粉砕され、ポリアミド６６が主成分であり、片面が架橋シリ
コーンによりコーティングされている。これらの残渣は、固定された一列のナイフを含む
Ｈｅｒｂｏｌｄミルで粉砕して得られる。シリコーンポリマーの含量は１０重量％である
。
－微粒子化され、次いで１００μｍの格子でふるわれた、粒径分布ｄ５０が１００μｍで
あるエアバッグ残渣粉体。シリコーンポリマーの含量は１０重量％である。
－Ｅタイプ標準ガラス繊維。
－添加剤：熱安定剤及び酸化防止剤。
【００４０】
　エアバッグ残渣粉体は、先に記載した約１ｃｍ2の大きさのエアバッグ残渣を、固定し
た一列のナイフ及び可動性の一列のナイフを持つＨｅｒｂｏｌｄマイクロナイザーを、最
大回転速度およそ１５００ｒｐｍ及び１００μｍ格子を使用して、微粒子化することによ
り得られる。
【００４１】
実施例１：耐用寿命が終わったエアバッグを０～３０重量％含む、ＰＡ６６を主成分とす
る充填配合物の調製
　実験は、Ｌｅｉｓｔｒｉｔｚ　ｌａｂｏｒａｔｏｒｙ二軸押出機で実施した（スクリュ
ー直径Ｄは３４ｍｍ、軸の間隔は３０ｍｍ、長さは３５ｍｍである）。
【００４２】
　シース温度は、スクリューの長さ全体にわたって２８５℃で一定に保った。スクリュー
プロファイルは、エアバッグ残渣又はエアバッグ残渣粉体の導入が溶融した流れとして実
施され、脱気が押出機のテールで実施されるように設計した。各実験で、スクリュー回転
速度は２９０ｒｐｍであり、押出機の処理能力は１０ｋｇ／時である。
【００４３】
　押出後、細粒をＡｒｂｕｒｇプレスで射出した（型閉力３５ｔ、スクリュー直径３０ｍ
ｍ、スクリュー長さ１５ｍｍ、最大溶融圧力１２９０バール）。
【００４４】
　各成分を、溶融温度２８５℃及び成形温度８０℃で製造した。全ての配合物は３０重量
％のガラス繊維を含む。
【００４５】
　引張り特性は、下記の条件で、ＩＳＯ標準５２７／１Ａ（Ｚｗｉｃｋ　１４６４）に従
ってＤＡＭコンポーネント（ＤＡＭ　ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ）で評価した：伸び計Ｌ０＝２
５ｍｍ、モジュラスの間の速度：１ｍｍ／分、モジュラスの決定０．０５％～０．２５％
の歪みの間、試験速度：５ｍｍ／分）。
【００４６】
　種々の配合物の特性を、以下の表１に集める。
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【表１】

【００４７】
　このように、機械的性質の維持が、単に粉砕されたエアバッグ残渣の添加に比べて、コ
ーティングされたエアバッグ粉体を含む本発明による配合物に観察される。
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